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構苣の獲得に潜む音響的側面を探る

一日本語ラ行音を中心に－

荒井隆行

上智大学理工学部

いろいろな言語において榊音の獲得がしやすい音、しにくい音が存在するが、日本語もその例外ではない。

特に日本語においてラ行音は、獲得が遅い音であると言われている。そしてこの音は、第２言語習得者に

とっても習得が難しいことが指摘きれており、また高齢者での異聴も多いのも事実である。

そこでこのラ行音を中心に、榊音の獲得に潜む音劉的側面を探ってみることにした。まず、ラ行音の異音

として実現される可能性のある子音を列挙し、それらの子音に対して成人の発話の音怨分析を行った。母音

に挟まれたラ行子音は通常、はじき音になると言われている。一方、語頭に現れたラ行子音は(そり舌)破

裂音のように調音されることも知られている。一方、英語の/r/のような接近音や/I/のような側面接近音

として発音されることも少なくない。そこで、異音となり得る音として、次の子音を分析した：有声そり舌

破裂音、有声歯茎はじき音、有声そり舌はじき音、有声歯茎接近音、有声歯茎側面接近音、有声そり舌側面

接近音、有声歯茎側面はじき音。さらにこれらの音を分析し、その結果に基づいて音声を合成後、聴取実験

によって「ラ行音らしさ」の程度についても確認した。音郷分析と聴取実験の結果、ラ行音では20-

30,ｓという短い区llH途切れ、かつ前後に特定のフオルマント遷移を伴うことが分かった。さらに、それ以

外のパターンとして、音の途切れがなくても４０，s程度の短い区1111においてフォルマントが素早く遷移す

るような場合も、ラ行音になることが確翅された。

次に、ラ行音を実現する声道模型の製作と生成実験を行った。アクリル製の声道にアルミ製の可動式の舌

を股ｉｎし、舌と連動するレバーを高速に動かすことによって素早い舌の動きを実現した。この模型を用いて

ラ行音の生成実験を行った結果、ある程度の速い舌の助きが実現されたときにラ行音が実現される条件を複

数確浬した。一方、速さを含め舌の動かし方によっては必ずしもラ行音にならない珊合もあった。

最後に、幼児音声に関するケーススタディーとして、幼児の発緒におけるラ行子音の観察を行った。同じ

言語環境の中で育った男女の双子(2歳児)の音声を分析した。その結果、次のような音の変化が観察され

た：破裂音への世換、脱落、勤音化、ヤ行音への極換、側面接近音、側音化WF音など。このように、ラ行音

が様々な音として実現されていることの背景には、大人の音声がもともと有している異音の多さが1つの要

因になっていることが考えられる。そしてそれに加えて、ラ行音には素早い舌の動きが必要であることから、

その難しさがこのような多様性のもう１つの要因になっているようである。

ある音素がある一定の範囲をもって実現される場合、そこから逸脱していなければ必ずしも栂音障害とは

ならないわけであるが、ラ行音は通常の音素よりもその範囲が広いのも事実のようである。音素によって正

常の範囲が異なる上、その範囲も月齢とともに変化するため、その範囲をきちんと把握しておくことも大事

であると考えられる。そして、正常榊音の範囲内であれば、より柵音し易い異音を用いることも、言語治蝦

をする上で意味のあることかも知れない。
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